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	【方法】ゲノムマイニング法により見いだされた天然物生合成遺伝子の機能解析においては、糸状菌Aspergillus oryzaeを用いた異種発現法を主たる手段として用いた。A. oryzaeを宿主として用いる利点としては、 (1) 形質転換法が確立されていること、 (2) 異種糸状菌由来の多数の遺伝子を導入できること、 (3) 自身は二次代謝産物をほとんど生産せず、外来遺伝子に由来する代謝産物の検出、単離が容易であること、 (4) 一般的に代謝産物を高収量で得られること、の4点が挙げられる。本法を用...
	【結果】
	[2] 機能未知生合成遺伝子クラスターの解析による新規andrastin A類縁体の創出
	【総括・展望】本研究では、ascochlorinの生合成遺伝子クラスターを見出し、その生合成過程のおける全反応の解明を達成し、当該天然物生合成の全容解明に成功した。また、E. variecolorでゲノムマイニングを行い、機能未知生合成遺伝子クラスターを見出した。この遺伝子クラスターの機能解析を行った結果、本クラスターの最終産物がcitreohybridonolであることが明らかにするとともに、4つの新規類縁体の単離に成功した。以上のように、本研究において私は、ゲノムマイニング法を用いて、既知天然...

